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新火葬場建設基本構想を策定しました
　市では、新火葬場建設検討委員会の答申（平成29年3月24日付）を基本として、市議会での議論や市民からの意見
をふまえ、「高山市新火葬場建設基本構想」を策定しました。
　基本構想に基づいて候補地の公募や選考を進めていきます。基本構想の全文は市ホームページに掲載しています。

「ふるさと高山の自然と風土に抱かれた
厳かで温もりのある旅立ちの空間」

基本方針 具体的な整備方針

①故人の旅立ちにふさわしい
　厳かな空間

・日常生活の喧騒を感じさせない、静かで落ち着いた空間づくり
・告別・収骨室及び待合室を火葬炉ごとに個室として整備し、各室間の防音に
配慮
・他の参列者との交錯が無いよう動線に配慮　

②見送る人々にとって
　やさしく温もりのある空間

・障がいのある方や子どもなど、あらゆる方へ配慮した施設整備
・市民が利用する部門はバリアフリー、原則平屋建てとする

③高山の自然・文化・伝統に
　根差した高山らしい空間

・原則木造化（火葬部門は内装の木質化）
・地元の木製家具の利用
・高山の自然・文化・伝統が感じられる展示物
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・建設及び維持管理の
　コストを考慮

・インフラ整備に高額なコストがかからないこと
・省エネルギーに配慮した施設整備
・作業通路の確保などメンテナンスを考慮

・誰もが利用しやすい
　場所・建物

・おもいやり駐車場・授乳室・多目的トイレの整備等
・可動間仕切り等による待合室規模の調整
・施設に親しみを持てる機能の整備（地域との融和）

・自然環境に配慮した
　施設

・大規模な森林開発の必要がないこと
・高効率な集じん設備を設置（建築物の高さは通常13ｍを超えるため、高さ制
限のある区域指定に留意）

・近隣住民の生活環境
　への配慮

・自然環境に関する方針と同様の配慮が必要
・施設に親しみを持てる機能の整備（地域との融和）
・周囲に植栽などによる緩衝帯を整備（隣地が山林である場合など土地の状
況により調整）
・周囲に対する防音の配慮

基本
コンセプト

施設の基本的機能

①火葬機能

②待合機能

③多目的機能※

④外構機能

参列者が最後のお別れやお骨上げを行う機能（火葬
炉別の告別・収骨室）

火葬を行う機能（炉室、監視室、残灰処理室等）

施設管理を行う機能（事務室、休憩室等）

参列者が火葬終了までの間、休憩やおときを行う機能
（待合室、待合ホール、配膳室等）

市民が施設に親しみを持ち、多目的に活用できる機能
（芝生広場・公園などの屋外スペースや多目的室等）

建物外部の付帯機能（緩衝帯、駐車場、その他付帯施
設等）

※候補地の状況や予算等を勘案し、必要に応じて設ける機能とします。また、待合室における展示など待合機能に併せた整備や、緩
衝帯を兼ねた芝生広場など外構機能に併せた整備も考慮します。

公募要件等市民説明会
　火葬場候補地の応募を検討される
方を対象に、応募方法や火葬場建設
の基本コンセプトなどについての説
明会を開催します。

期日　１０月１７日㈫
時間　午後７時～８時30分
場所　市保健センター２階集団指導室
　　　（花岡町２）
※事前申込不要です。直接ご来場くだ
さい。

問合先 市民課 ☎35⊖3495


